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は、イスマイル・マラヒミン(Ismail Marahimin)4の『そして戦争は終わった』(And the War Is Over）という長編
小説である。タイトルの｢戦争｣とは太平洋戦争を指しており、日本軍との関りにおけるインドネシアの終戦前後を
描いた作品である。この作品はインドネシアで1977年に出版され、その年のジャカルタ芸術会議の懸賞小説で



























































れに続く翻訳で読者には内容が伝わる仕掛けとなっている。第1章の詩は有名な童謡“Are you sleeping, are 
























































































40 河 原 﨑 や す 子
天皇と無条件降伏
　太平洋戦争に関する記述は天皇を避けることは難しく、終戦前後を描くこの作品も当然その記述はあるが、
その場面は限られている。まずは第2章の最後、英語訳では“By that time, the announcement from Tenno 
Heika that the Dai Nippon Army was to cease all forms of aggression against the Allied forces was 








条件降伏の詔勅をそのまま伝えることができない。彼は “Why am I lying? Ose asked himself.  He could 
not make himself say that the Dai Nippon Army had surrendered and that Tenno Heika himself had 







































日本兵に向かって“You Japanese  a re  ac t ing  inhumanly  and  d isobeying  the  ru les  of  the  Geneva 
Convent ion.” (同、p.94)と正面から日本軍の非人道的態度を非難する。彼はさらに“These Dutch internees 
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